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AbstractAbstract
The authors have described the lithology and measured the magnetic susceptibility of a stone structure at 

Shoshazan Engyo-ji Temple in Himeji City, Hyogo Prefecture, Japan. The stone structure is dated 1233 and is 

also called “Izumishikibu Utazuka”. The stones, “Amagiri-ishi”, “Mitoyo-ishi”, “Teshima-ishi”, and “Nagasaki-

ishi” in Kagawa Prefecture, were investigated to compare those the lithological observations and magnetic 

susceptibility measurements with the rocks of “Utazuka”. Finally, we conclude that the stone structure is 

composed of three different types of rock and the lower part of the hat and foundation of “Utazuka” can be 

correlated to the “Amagiri-ishi”.
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はじめに

兵庫県姫路市書写に所在する書写山圓教寺

は，姫路市街地の北西，姫路城から約 6.5 km
の標高 371 m の山上に位置する（図 1）．康

保 3（966）年，性空上人開基の天台宗の名

刹で，西国三十三所第 27 番札所として親し

まれている．山上には多数の堂宇があり，大

講堂や食堂，摩尼殿をはじめとした重要文化

財が多数残され，境内は国指定史跡に指定さ

れている．

境内の最奥部には開山堂があって奥の院と

呼ばれている．この開山堂北側の斜面上に「和

泉式部の歌塚」（以降「歌塚」）と呼ばれる石

塔（図 2）があって，明治 34（1901）年寺院

所有物明細帳に「丈六尺　一　和泉式部歌塚　

石塔壱基」「今ハ奥ノ院ノ北上ニアリ」（大手

前大学史学研究所，2015）と記されているよ

うに，古くから知られていた．

本塔についての最初の本格的な調査は，田

岡香逸によって実施された．彼は塔身に天
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福元（1233）年の紀年銘の存在などを確認

し，形式や石材について報告した（田岡，

1964）．その後，田岡は，本塔は播磨で産出

する凝灰岩製で，屋根・塔身・基礎は本来の

組合せと判断し，破損して本来の形状を失っ

ているが，宝篋印塔であるとした（田岡，

1995）．相輪は，田岡（1964）では凝灰岩製

で揃いのものとしていたが，田岡（1995）で

は竜
たつ

山
やまいし

石で寄せ集めとした．塔身以外の破損

がはなはだしく，形状に不明な点が多く，宝

篋印塔とすることには慎重な記述をしている

が，紀年銘を有する石造物としては兵庫県

内最古であり，宝篋印塔であるなら全国最

古の宝篋印塔として評価している（田岡，

1995）．田岡と調査を共にした福澤邦夫は，

石材については「凝灰岩」とするほか特に触

れていないが，寄集めで屋根材の形状から層

塔であったと推定している（福澤，2012）．
本塔は，和泉式部の伝説や最古の紀年銘を持

つ石塔として知られており，塔身の幅は 48.5 
cm を計り，宝篋印塔であれば全高 3 m を超

える大型塔になり層塔であってもかなりの大

型になる．しかし，本来の姿や種別を明らか

にしがたく，また石材の評価も定まってはい

ないため，資料として活用されることが少な

かった． 
その後，大手前大学史学研究所が 2007 ～

2015 年にかけて圓教寺全域の石造物の悉皆

調査を実施し，成果を『播磨六箇寺の研究Ⅱ　

書写山円教寺の歴史文化資産（二）』に報告

した．その中の「歌塚」（中井ほか，2015）
において，本塔の種別や石材について詳細な

分析がなされている．石材については，相輪

図 1 書写山圓教寺および採石地跡の調査地域の位置．(a) ～ (d) は図 3 に示す図の範囲．

図 2 圓教寺の「歌塚」　a: 写真，b: 実測図

兵庫県姫路市書写山圓教寺のいわゆる「歌塚」を構成する岩石
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は播磨産の凝灰岩に，屋根と基礎は讃岐産の

火山礫凝灰岩で天
あま

霧
ぎり

山産注 1 に，塔身は圓教

寺周辺に産出する凝灰岩にそれぞれ類似する

としている．相輪は後補で，屋根は上下 2 材

が組み合わされているが，屋根・基礎と塔身

は本来の組み合わせと判断され，屋根や基礎

の形状から塔の種別を層塔と推定された．た

だし，石材の産地推定は，岩石種に加え，構

成粒子の特徴（粒径・形状）の観察結果に基

づいていた（佐藤，2015）．この調査では石

材原産地の岩石との比較はなされておらず，

推定結果を岩石学的に再検討する余地があっ

た．中世に石材として使用され，天霧石のよ

うに淡色の基質に色調が灰色の火山礫を含む

石材には，同じ讃岐産の三豊石や豊
て し ま

島石注 2 な

どが挙げられる．これまでに，讃岐産の中世

における石材についての基礎的なデータが蓄

積されてきた（川村，2022a，2022b；川村ほか，

2022）．そこで，本研究では，本塔の各部材

の岩相を記載するとともに，中井ほか（2015）
により屋根と基礎の対比候補として挙げられ

た天霧石のほか，これに類似する三豊石，豊

島石などの岩石学的な特徴，特に帯磁率デー

タの比較をもとに対比を再検討する．比較用

石材データの一部には川村（2022b）の調査

結果を用いる．なお，豊島における近世以前

に採石された跡地は坑道掘りのため，アクセ

ス困難な地点がある．このため，近世の産地

ではあるが，豊島石と同じ層準で岩石学的特

徴が同じである長崎石の露頭（香川県高松市

屋島西町）データ（川村，2022b）も加える．

石材産地と層序の概要

天霧石の産地

天霧石は，香川県仲多度郡多度津町・善通

寺市・三豊市にまたがる弥
いや

谷
だに

・天霧山塊（弥

谷山～天霧山）で採石されていた石材の総称

である（例えば，遠藤，2005）．中世の採石

地の候補として，山地北斜面の多度津町奥白

方，南斜面の善通寺市吉原町，同市碑殿町（図

3 中の地点 A1），三豊市三野町（地点 A2）
が挙げられているが，奥白方を除いて採石の

痕跡は見つかっていない（遠藤，2005）．地

質層序は，斎藤（1976）および Sato （1982）
によると，天霧山～弥谷山南麓では下位か

ら，基盤の花崗岩類，流紋岩質凝灰岩・凝灰

角礫岩（層厚約 10 m）と砂岩・礫岩（層厚

約 20 m），流紋岩溶岩，凝灰角礫岩と礫岩・

砂岩が挟在する安山岩質溶岩（層厚最大 250 
m）の順で重なるとされているが，露頭で観

察したところ，下部の凝灰岩・凝灰角礫岩に

は火山礫凝灰岩も含まれている．川畑・周藤

（2000）により，この凝灰岩・凝灰角礫岩は

弥谷寺火山砕屑岩部層と命名された．讃岐石

造物研究会（2005）による採石地跡の位置と

地質図（川畑・周藤，2000）を比較すると，

先述のいずれの採石地にも弥谷寺火山砕屑岩

部層が分布しておりこれらを採掘したと推定

される．なお，碑殿町（地点 A1 付近）では

転石に五輪塔が刻まれていることから，転石

を採石対象としたことも想定されている（遠

藤，2005）．
三豊石の産地

三豊石は，香川県西部の七宝山塊から採石

されていたとされる（例えば松田，2005）．
具体的には，三豊市高瀬町の岩屋寺（図 3 中

の地点 M1 付近），同市豊中町の興隆寺跡遺

跡（地点 M2）である（遠藤，2005）．地点

M1，M2 付近での地質層序は，下位から順に，

白亜紀花崗岩類，中新統讃岐層群（石堂火山

砕屑岩部層，曽保溶岩部層）である（川畑・

周藤，2000；川畑，2017）．地質図（川畑・

周藤，2000；野田ほか，2017）を参照すると，

地点 M2 はこれらのうち石堂火山砕屑岩部層

の岩相 3 の露出部に位置する．

豊島石の産地

豊島石の産地は，香川県小豆郡土庄町豊島

の家浦～唐
から

櫃
と

（図 3 中の地点 T1・T2 付近），

甲
こ う

生に散在していた．甲生には 2010 年まで

稼行していた採石地跡があるが，現在立ち入

りができない．本研究では，家浦～唐櫃の露
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図 3 a：三豊石，b：天霧石，c：長崎石，d：豊島石の調査地点位置図と地質略図

 位置図の基図には地理院地図を用いた．地質略図について a・b は川畑・周藤（2000），
 c は長谷川（2014），d は斉藤ほか（1975）をそれぞれ簡略化した．

兵庫県姫路市書写山圓教寺のいわゆる「歌塚」を構成する岩石
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天掘り跡（地点 T1）における調査データ（川

村，2022b）を用いた．豊島の主な地質層序は，

下位から順に花崗岩類，土庄層群，讃岐層群

（あるいは小豆島層群：巽，1983）が重なり，

豊島石（黒豊島石）を産する地層は讃岐層群

中の凝灰角礫岩とされている（坂東・古市，

1978）．
長崎石の産地

香川県高松市屋島西町，長崎の鼻南方の山

地，標高 150 m 付近（図 3 中の地点 N1）の

通称「屋島の洞窟」（齋藤・中山，1954；斉

藤ほか，1962；坂東ほか，1979；高松市，

2020）付近から採石された石材は，長崎石（工

業技術院地質調査所，1956）と呼ばれた．松

田（2019）によるとこれらの採掘開始時期は

近世で，明治 41（1908）年まで丁場は稼行

していた．地点 N1・N2 付近では，基盤の花

崗岩類を讃岐層群が覆っている（牧本ほか，

1995；長谷川・鶴田，2013）．長谷川（2014）
は屋島北部の讃岐層群の最下部を屋島北嶺凝

灰岩と呼び，本質岩片はサヌキトイドである

と紹介している．長崎石の採石地跡にはこの

凝灰岩層中の火山礫凝灰岩が分布している．

研究方法

露頭・石材の岩石記載・帯磁率測定方法

露頭では岩石の肉眼観察と帯磁率測定を

行った．その際，色調，堆積構造のほか，礫

の形態（直径，円磨度），礫種，淘汰度など

について記載した．淘汰度は立石・徐（1983）
の表現に従った．帯磁率は，植物に覆われて

いないおおむね平坦な面を選び，約 7 cm 以

上の間隔で 20 点測定した．この測定範囲を

以降，測定区画と呼ぶ．一つの測定区画は

1.5 ｍ × 1.5 ｍを超えないように設定し，露

頭が比較的広い場合や異なる単層が累重して

いる様子が観察できる場合には，測定区画を

適宜増やし，可能な限り露頭全体を網羅する

ようにした．測定機器には携帯型帯磁率計

（Terraplus 社製 KT-10）を使用し，付属のピ

ンを用いて岩石表面から約 8 mm 離す「ピン

モード」で測定した．なお同機器の「コア直

径」の設定はしていない． 
石材の肉眼観察と帯磁率の測定は露頭にお

ける方法に準じた．なお，石材の帯磁率測定

にあたり，測定に必要な十分な広さを持つ平

坦面を対象とした．

凝灰岩類と石材の類似性を検討するため，

凝灰岩類および石材のそれぞれについて，あ

る測定区画における帯磁率測定値 20 点の平

均値（以降，帯磁率平均値）と標準偏差を求

めた．これらの統計値を用いて比較すること

で，石材産地を推定できる場合がある（例え

ば，川村・﨑山 , 2021; 﨑山ほか , 2023）．

調査結果

天霧石

地点 A2M ～ A2U における凝灰岩類の岩

相は，粗粒砂～細礫サイズ（径約 1 mm ～

4 cm）の暗灰色火山岩片を主体とするラピ

リストーン（火山礫の占める割合が 75 体

積パーセント以上の火山砕屑岩；Fisher and 
Schmincke, 1984）である．礫の形状は角礫～

亜角礫である．堆積構造は礫支持で淘汰は悪

い（図 4a）．地点 A2L では花崗岩類の礫も含

まれる．本層には全体的に平行葉理・層理が

発達している．なお，火山岩片内部には，後

述する豊島石や長崎石の本質岩片のような空

隙は見られない（図 5a）．帯磁率平均値の範

囲は 0.10 × 10-3 ～ 1.96 × 10-3 SI（測定区画

数，N = 19）である．

三豊石

地点 M1 における凝灰岩類の岩相は，黒色

および暗灰色～灰色の細礫サイズの火山岩片

を含む火山礫凝灰岩および凝灰岩である．礫

の形状は角礫～亜角礫である．基質支持で，

淘汰は悪い．暗灰色～灰色の角礫は火山岩

片，黒色の角礫はガラス質の火山岩片である

（図 4b）．なお，暗灰色～灰色の火山岩片内

部には，後述する豊島石や長崎石の本質岩片

5

川村教一・﨑山正人・中井淳史



のような空隙は見られない（図 5b）．帯磁率

平均値の範囲は 0.37 × 10-3 ～ 0.47 × 10-3 SI
（N = 4）である．地点 M2 では岩相の詳細は

風化のため不明である． 
豊島石・長崎石

地点 T1・T2 の豊島石や地点 N1・N2 の長

崎石を胚胎する地層の岩石は，黒色～暗灰色

（スコリア）もしくは淡褐灰色（軽石）の粗

粒砂～細礫サイズ（径約 1 mm ～ 3 cm）の火

山砕屑物からなるラピリストーンである．一

般的に淘汰は良い．礫の形状は角礫～亜角礫

（スコリア），亜角礫～亜円礫（軽石）である

（図 4c，d）．礫の内部には径 1 mm 未満の微

小な空隙が見られる（図 5c，d）．地点 N1 の

露頭中・下部での本層は塊状であるが，露頭

上部には平行成層・斜交成層も見られる（川

村，2022b）．帯磁率平均値の範囲は，地点

T1・T2 では 0.96 × 10-3 ～ 1.75 × 10-3 SI（N 
= 14），地点 N1・N2 では 1.73 × 10-3 ～ 3.53 
× 10-3 SI（N = 28）である．

「歌塚」の石材

基礎，塔身，屋根（下側），相輪を調査対

象とした．屋根（上側）は表面の汚れが著し

いうえに帯磁率の測定に適した面がなかった

ので調査は行っていない．

基礎の石材は，暗灰色～灰色の火山礫凝灰

図 4 岩石の表面（a 天霧石，地点 A2U；b 三豊石，地点 M1；c 長崎石，地点 N1；
 d 豊島石，地点 T1；e「歌塚」［基礎］；f「歌塚」［屋根（下側）］）

兵庫県姫路市書写山圓教寺のいわゆる「歌塚」を構成する岩石
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岩もしくはラピリストーンである．斑晶鉱物

は肉眼では見られない．径 1 mm ～ 1 cm，と

きに 3 cm 程度の暗灰色～灰色の粗粒砂ない

し角礫を含み，淘汰は悪い（図 4e）．礫種は

灰色の火山岩である（図 5e）．まれに花崗岩

類の礫も含む．帯磁率の平均値 [ 標準偏差 ]
は，0.92 × 10-3 SI [0.11 × 10-3 SI]（N = 1）で

ある．

塔身の石材は，灰色の火山礫凝灰岩で，径

1 cm 程度の淡灰色を示す火山岩の角礫を含

む．斑晶鉱物として径 2 ～ 3 mm の石英，長

さ 1 mm ときに 5 mm の斜長石を含む．帯磁

率の平均値 [標準偏差 ]は，0.15 × 10-3 SI [0.03 
× 10-3 SI] （N = 1）である．

屋根（下側）の石材の岩相は基礎と同様で

ある（図4f，図5f）．帯磁率の平均値 [標準偏差 ]
は 0.86 × 10-3 SI [0.14 × 10-3 SI] （N = 1）であ

る．

相輪の石材は，灰色の火山岩で，帯磁率の

平均値 [ 標準偏差 ] は，10.96 × 10-3 SI [1.75 
× 10-3 SI] （N = 1）である．なお，表面は地

衣類で覆われるなどしており，岩相の観察は

図 5 岩石中の礫．矢印は微小な空隙のある礫を示す．（a 天霧石，地点 A2U；b 三豊石，地

点 M1；c 長崎石，地点 N1；d 豊島石，地点 T1；e「歌塚」［基礎］；f「歌塚」［屋根（下

側）］）
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十分にできなかった．

以上の調査結果の概要を表 1 に，帯磁率の

平均値と標準偏差の分布を図 6 にそれぞれ示

す．

中井ほか（2015）で指摘された本塔が異な

る 3 種の石材（相輪，塔身，屋根（下側）・基礎）

から構成されていることは，帯磁率の差異（図

6）からも裏付けられる．

対　　比

「歌塚」の基礎と屋根（下側）の石材につ

いて，香川県の凝灰岩類との対比を検討す

る．「歌塚」の 2 部材の岩相の特徴，すなわ

ち灰色を基調とした色調，岩石種（火山礫凝

灰岩もしくはラピリストーン），堆積構造（礫

支持），淘汰度（悪い），礫径（主に細礫），

礫種（灰色の火山岩），礫の形状（角礫），火

山岩礫中の空隙の欠如は，天霧石の特徴に似

る．帯磁率は，天霧石の範囲に収まる（図 6）．
他方，これら 2 部材は豊島石の一部の岩石と

帯磁率の平均値が類似するが，豊島石の礫に

見られる特徴（黒色～暗灰色のスコリアと淡

褐灰色の軽石の 2 種の礫種，礫内の空隙）は，

2 部材には見られない．また，三豊石に含ま

れる黒色の火山ガラス質の岩片はこれら 2 部

材には見いだせない．

以上のことから，「歌塚」の部材のうち，

基礎と屋根（下側）は天霧石と対比可能であ

り，中井ほか（2015）による対比結果（基礎

と屋根は天霧石製）のうち基礎と屋根の下側

について支持する．

課　　題

「歌塚」の石材は，3 種類で，屋根と基礎

が天霧石に対比可能である．しかしながら，

塔身については，圓教寺付近に産する岩石（後

藤・井上，1998）に岩相と帯磁率は類似する

が，対比するまでには至らなかった．

かねてから本塔の型式と部材の組み合わせ

が本来のものかどうか議論されてきた．この

点については，今回の調査結果で，新たな知

見を得ることはなかったが，異なる種類の石

材が組み合わされていることを重視するな

ら，本来の組み合わせではないものと判断さ

れ，塔の型式についても慎重な判断が求めら

れるものである．また，田岡（1995）によ

り竜山石，中井ほか（2015）により播磨産

の石材に類似するとされた相輪は，帯磁率

平均値が 10.96 × 10-3 SI であった．兵庫県南

西部に分布する相生層群火山岩類の帯磁率

は 1 × 10-3 SI 以下を示すことが多く（先山，

2005），帯磁率から見ると一致しているとは

いいがたい．相輪の石材は他地域からもたら

された可能性が高く，石材産地について再検

討が必要である．いずれにせよ，この地の石

塔に天霧石が使用されたこと，大型の石塔が

建立されたことの背景など歴史的な研究も進

める必要がある．
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図 6 石材と「歌塚」の帯磁率の平均値と

 標準偏差
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注 1　石材名としての天霧石は，香川県善通

寺市～三豊市の天霧山塊で複数の場所から

採石された凝灰岩類石材の総称として用い

られ，また，三豊市高瀬町，豊中町の七宝

山塊で採石されていた凝灰岩類石材は三

豊石と呼ばれている（松田，2005；柏，

2005；讃岐石造物研究会，2005 など）．遠

藤（2005）は両者の岩相の特徴を述べてい

るが，石材区分の岩石学的な根拠は明らか

にされていない．

注 2　豊島石は定義が研究者によって異な

る．香川県土庄町豊島から産した黒色の礫

岩の石材を指すことが多いが（例えば，加

藤，2014），同様の岩石は香川県高松市屋

島西町でも産し長崎石と呼ばれた（工業技

術院地質調査所，1956）．両者を岩相で区

別することは困難である．

要　　旨

筆者らは，兵庫県姫路市にある書写山圓教

寺の石造物の岩相記載と帯磁率測定を行っ

た．対象とした石造物は，天福元（1233）年

の紀年銘をもち「和泉式部歌塚」と称される

ものである．この石材と比較するために，香

川県の天霧石，三豊石，豊島石，長崎石の岩

相観察と帯磁率測定も行った．その結果，石

造物の石材は 3 種の石材から構成されてお

り，屋根（下側）・基礎は天霧石と対比可能

であるとの結論に至った．

キーワード：キーワード：中世，凝灰岩類，岩相，帯磁

率，対比
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